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五色町役場�

洲本市役所�

洲
本
市
と
五
色
町
で
は
合
併
を

前
に
整
備
を
進
め
て
い
た
、
両

市
町
の
公
共
機
関
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
結
ぶ
「
洲
本
市
・
五
色

町
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業
」
が
こ
の
ほ
ど
、

完
成
し
ま
し
た
。�

同
事
業
で
は
、
両
市
町
庁
舎
の

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学
校
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
計
三
十

五
か
所
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
延

長
約
百
　
）
で
結
び
、
四
十
二

イ
ン
チ
の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
三

十
二
台
、
パ
ソ
コ
ン
九
十
一
台

な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。�

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
次
の
よ
う

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

◆
地
域
住
民
・
行
政
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム�

　
市
役
所
や
情
報
交
流
セ
ン
タ

ー
に
設
置
し
て
い
る
「
キ
オ
ス

ク
端
末
」
か
ら
、
各
種
申
請
書

を
プ
リ
ン
ト
し
た
り
市
役
所
な

ど
の
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
で
き

ま
す
。�

◆
教
育
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム�

　
各
小
中
学
校
で
、
生
徒
や
教

師
間
の
情
報
共
有
や
学
校
間
で

の
共
同
学
習
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

◆
地
域
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム�

　
市
な
ど
の
紹
介
ビ
デ
オ
、
観

光
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

の
映
像
を
各
施
設
に
設
置
し
た

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
接
続
さ
れ
た
各
家
庭

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

◆
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム�

　
職
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
被
害
情
報
を
、
各
端
末
よ
り

収
集
し
、
情
報
を
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
ま
す
。�

�

キ�　
ロ�

　テレビカメラを利用して、各種の手続きなどについて、本庁舎職員と相談
することができます。また、プラズマテレビでは、市の紹介ビデオ、観光情
報などを見ることができます。�

公民館などに設置されたプラズマテレビ。両市町の
観光情報などがきれいな画像で見られます（写真は「大
野陽だまり館」）。�
�

合併後は、パソコンに接続されたカメラを利用して、
相談業務ができます。�

▲�

▲�

　１階コンコースに設置された「キオスク端末」では、市への各種申請書などをプリン
トすることができるほか、観光情報などを見ることができます。�
　また、災害対策本部用の３階会議室に設置されたプラズマテレビは、テレビ会議のほ
か災害時の情報収集や連絡などに利用します。�では�市 役所�

イントラネット完成を記念して１月５日には、両市町の
幹部らが参加してテレビ会議が行われました。�

キオスク端末は、市役所と情報交流センターに設
置。申請書などがプリントできます。�

▲�

▲�

小中学校では、学校間を繋いで共同学習もできます（写真は洲本第三小学校）。�

　プラズマテレビを使ったテレビ会
議システムを利用して、学校間の交
流や共同学習などに活用します。�では�

では�

▲�両市町の公共施設の情報や観光情報などが映像で見られます。�
ＨＰアドレス  http://www.sg-intra.gr.jp/

　インターネット接続のパソコンにより、市の
紹介ビデオなどを視聴することや、各種申請
書などをダウンロードすることができます。�では�各 家庭�

▲�

小中学校�

行政�サービス�センター�
（公民館など）�
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（有）スリークラフトが無線インターネット�
接続サービスを開始�

いつでもどこでも�
　　　インターネットが楽しめます�

無料で誰でも利用できます�

いつでもどこでも�
　　　インターネットが楽しめます�

無料で誰でも利用できます�

いつでもどこでも�
　　　インターネットが楽しめます�

ＩＴベンチャー育成特区認定事業ＩＴベンチャー育成特区認定事業�ＩＴベンチャー育成特区認定事業�
▼
�

無料で誰でも利用できます�

�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

�

No

港２－４３�

塩屋１丁目１－８�

本町３丁目４－１０�

港２－２６�

由良２丁目６－１９�

海岸通１丁目１１－１�

本町４丁目４－２４ ＮＴＴビル１階�

由良町由良２６０５－１�

塩屋１丁目１－８�

下加茂１－８�

フリースポット（アクセスポイント）設置場所�

　洲本市は、昨年４月に国の構造改革

特別区域計画の第１号として「ＩＴベ

ンチャー育成特区」の認定を受けました。�

　この特区認定により、本市が所有す

る電気通信回線設備（光ファイバー）

を民間企業に貸し出すことが可能となり、

有限会社スリークラフト（神田智康社長、

下加茂）では、「洲本市ワイヤレスブロードバンド構想」として無線を使ったイン

ターネット接続環境の提供（フリースポット）を目指してきました。同構想は、本

市に張り巡らされた光ファイバー網の随所に無線インターネット接続用のアクセス

ポイントを設置するものです。これにより電話回線やＬＡＮケーブルがなくても、

インターネットを楽しむことができます（無線ＬＡＮカードとパソコン、または無

線ＬＡＮ機能を内蔵したパソコンが必要です）。�

�

�

　このほど市の施設を中心に市内１０か所で、アクセスポイントの設置を行い、２

月下旬から無線インターネット接続サービスの提供を始めます。このサービスは、

事前の申し込みも必要なく、所定のアクセスポイントに上記の必要機器を持って行

くことで、誰でも無料でインターネットが利用できます。また、今後も随時、アク

セスポイントを増設していく予定です。�

　詳しくは、スリークラフト（　２５・２３５０）へ。�

施　設　名� 設置場所� 住　　所�

洲 本 バ スセンター�

市 立 図 書 館 �

洲 本 市 役 所 �

洲本市健康福祉館�

由 良 支 所 �

洲本ポートターミナルビル�

洲本ベンチャーセンター�

エ ト ワ ー ル 生 石 �

御 食 国 �

ス リ ー ク ラ フ ト�

待 合 所 �

ホ ー ル�

１階コンコース�

ホ ー ル�

受付カウンター�

待 合 所 �

インターネットサロン�

ホ ー ル�

テ ー ブ ル 席 �

事 務 所 �

洲本市では、これまで情報交流センターの整備やケーブルテレビ開局などを始めとして、地域の情報化
に取り組んできました。また、昨年には、ＩＴベンチャー育成特区の認定を受けるなど、情報化社会の
最先端都市を築いてきました。�
こうしたことが評価され本年１月２３日、情報化によるまちづくり部門で総務大臣表彰を受賞しました。�
これまでの本市の情報化についての取り組みを紹介します。�

洲本市の「ＩＴまちづくり」の歩み�洲本市の「ＩＴまちづくり」の歩み�洲本市の「ＩＴまちづくり」の歩み�
Ｈ.7年�

Ｈ.10年�

Ｈ.11年�

Ｈ.14年�

Ｈ.15年�

Ｈ.7年�

Ｈ.10年�

Ｈ.11年�

Ｈ.14年�

Ｈ.15年�

Ｈ.7年�

Ｈ.10年�

Ｈ.11年�

Ｈ.14年�

Ｈ.15年�

ＣＡＴＶ-ＬＡＮ-インターネットを構築構築�ＣＡＴＶ-ＬＡＮ-インターネットを構築構築�ＣＡＴＶ-ＬＡＮ-インターネットを構築�

洲本洲本バスセンター�
にぎわい映像映像システム�
洲本洲本バスセンター�

にぎわい映像映像システム�
洲本バスセンター�

にぎわい映像システム�

市町合併�
ネットワーク�
市町合併�
ネットワーク�
市町合併�
ネットワーク�

健康福祉館健康福祉館�
にぎわい映像映像システム�

健康福祉館健康福祉館�
にぎわい映像映像システム�

健康福祉館�
にぎわい映像システム�

ＣＡＴＶ基地整備�
ＣＡＴＶ加入者　約１２,０００世帯　加入率　７５％�

・ＣＡＴＶ整備事業に着手�

・自主制作放送番組�

・マルチメディア街中にぎわい創出事業�

・地域イントラネット基盤施設整備事業�

・「ＩＴベンチャー育成特区」認定  

・ＣＡＴＶ整備事業に着手�

・自主制作放送番組�

・マルチメディア街中にぎわい創出事業�

・地域イントラネット基盤施設整備事業�

・「ＩＴベンチャー育成特区」認定  

・ＣＡＴＶ整備事業に着手�

・自主制作放送番組�

・マルチメディア街中にぎわい創出事業�

・地域イントラネット基盤施設整備事業�

・「ＩＴベンチャー育成特区」認定  
・ＯＳＣＡプロジェクト協議会発足�・ＯＳＣＡプロジェクト協議会発足�・ＯＳＣＡプロジェクト協議会発足�
（オープンソース・コミュニティ・イン・アワジ）�

情報交流センター整備�

行政ch・すもとch・文字放送・お天気ch

ＣＡＴＶ局� インターネット体験コーナー�

住民用情報提供 キオスク�

CATVインターネットサービス�

ＣＡＴＶスタジオ�

緊急告知端末�

OSCA協議会� ITベンチャーの誘致と育成�

学校間ネットワーク�

市内電話 無料電話�

洲本市洲本市�洲本市洲本市�洲本市� 五色町五色町�五色町五色町�五色町�

２４時間 介護サービス用�
テレビ付電話 貸与事業�

インターネット加入者�
２,０００世帯�

常時接続・ブロードバンド�

淡路島にぎわいネット�

イントラホームページ�

無線インターネット機器�

無線インターネットが楽しめます�
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本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�
理事長� 瀧　川　好　美�

�

　
最
近
、
淡
路
島
内
で
は
火
災

に
よ
る
死
亡
者
が
出
る
な
ど
大

規
模
な
火
災
が
発
生
し
て
い
ま�

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る�

み
か
ら
発
生
す
る
住
宅
火
災
の

防
止
に
は
、
日
ご
ろ
の
心
が
け

と
と
も
に
、
住
宅
用
防
災
機
器

や
防
炎
品
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
。�

��

住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト�

◆
三
つ
の
習
慣�

▽
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。�

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

　
用
す
る
。�

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

　
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。�

◆
四
つ
の
対
策�

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る
。�

▽
寝
具
や
衣
類
か
ら
火
災
を
防

　
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

　
用
す
る
。�

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火

　
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
消
火

　
器
な
ど
を
設
置
す
る
。�

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

　
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。�

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保

護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
、
家

庭
に
い
な
い
児
童
（
小
学
一
年

か
ら
三
年
生
）
を
対
象
と
し
て
、

授
業
の
終
了
後
に
次
の
施
設
を

利
用
し
て
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
、
児
童
に
健
全

な
遊
び
を
提
供
し
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま�

す
。�

◆
児
童
セ
ン
タ
ー�

　
（
山
手
一
丁
目
二
番
二
六
号
）�

▽
開
設
日
　
毎
週
月
曜
日
〜
金

　
曜
日
の
下
校
時
か
ら
、
午
後

　
五
時
三
十
分
ま
で
と
、
土
曜

　
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
五

　
時
三
十
分
ま
で
。�

▽
定
　
員
　
二
十
人�

◆
大
野
陽
だ
ま
り
館�

　
（
新
村
八
〇
番
地
）�

▽
開
設
日
　
毎
週
火
曜
日
〜
金

　
曜
日
の
下
校
時
か
ら
午
後
五

　
時
三
十
分
ま
で
と
、
土
曜
日

　
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時

　
三
十
分
ま
で
。�

▽
定
　
員
　
十
五
人�

◆
利
用
期
間
　
い
ず
れ
の
施
設�

　
も
本
年
四
月
か
ら
十
七
年
三

　
月
ま
で
の
一
年
間�

◆
申
　
込
　
三
月
十
日
か
ら
三

　
月
十
五
日
ま
で
に
、
「
ふ
れ

　
あ
い
ク
ラ
ブ
加
入
申
込
書
」

　
に
記
入
し
て
、
洲
本
市
健
康

　
福
祉
館
内
福
祉
課
か
、
児
童

　
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
（
　
２
２
・
３

３
３
２
）
か
、
児
童
セ
ン
タ
ー
（
　

２
６
・
０
０
２
２
）
へ
。�

�

三
月
一
日
〜
七
日
は�

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す�

危険ポイント要チェック！�

□　台　所�
急な来客や電話でコンロのそ
ばを離れるとき、必ず火を消
していますか。弱火にするだ
けでは危険です。エプロンなど、
衣服への着火にもご注意を。�

□　リビング�
たばこやストーブの近くに燃
えやすいものはありませんか。
また古い電化製品やコンセン
トもホコリがたまると出火原
因になります。�

□　寝　室�
寝室で起きた火災の原因の
多くは布団への着火。寝たば
こは絶対にしないこと。また、
ストーブなどの火気を布団に
近づけないようにしましょう。�

□　屋　外�
燃えやすいものを外に放置し
ていませんか。家の周りを整
理整とんし、放火されない環
境づくりを心がけましょう。�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ�

参
加
児
童
募
集

参
加
児
童
募
集�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ�

参
加
児
童
募
集

参
加
児
童
募
集�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ�

参
加
児
童
募
集�
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夢あるくらしのパートナー�
�

理�事�長� 藤　　　勝�
�

本店／洲本市栄町一丁目３番�１�７�号�TEL.０�７�９�９�（�２�２�）�５�５�５�５�（�代�）��
�店舗　淡路地域�１�８�ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�

　
「
第
十
一
回
洲
本
市
・
五
色

町
合
併
協
議
会
」
が
一
月
二
十

二
日
、
市
立
図
書
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
新
市
建
設
計
画
が
提
案
さ
れ

た
ほ
か
、
新
市
の
名
付
け
親
大

賞
な
ど
の
抽
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
（
敬
称
略
）�

�

◆
名
付
け
親
大
賞�

　
船
木
　
　
恵
（
南
淡
町
）�

�

◆
名
付
け
親
賞�

　
坂
口
　
正
晃
（
五
色
町
）�

　
川
井
都
紀
子
（
西
淡
町
）�

�

◆
特
別
賞�

　
藤
江
　
怜
孔
（
洲
本
市
）�

　
森
下
　
浩
志
（
津
名
町
）�

　
小
森
　
啓
至
（
洲
本
市
）�

　
島
田
　
勝
弘
（
洲
本
市
）�

　
来
山
佐
喜
子
（
五
色
町
）�

　
渡
辺
　
　
勝
（
洲
本
市
）�

　
竹
岡
　
貴
美
（
洲
本
市
）�

　
久
保
田
康
文
（
洲
本
市
）�

　
久
保
田
淑
子
（
洲
本
市
）�

　
前
田
　
真
紀
（
洲
本
市
）�

　
高
田
　
忠
義
（
五
色
町
）�

　
山
本
　
雄
貴
（
洲
本
市
）�

　
田
中
　
良
子
（
洲
本
市
）�

�

「
洲
本
五
色
市
」
の
名
付
け
親�

大
賞
が
決
ま
り
ま
し
た�

「
洲
本
五
色
市
」
の
名
付
け
親�

大
賞
が
決
ま
り
ま
し
た�

「
洲
本
五
色
市
」
の
名
付
け
親�

大
賞
が
決
ま
り
ま
し
た�

　洲本市出身で国立文楽劇場の人形遣い桐

竹紋寿さんの芸術選奨文部科学大臣賞受賞と、

「文楽」が世界無形遺産に認定されたのを

記念して、文楽特別公演が洲本市民会館で

開かれます。�

桐竹紋寿�

桐竹紋寿さん�

芸術選奨文部科学大臣賞受賞記念�芸術選奨文部科学大臣賞受賞記念�

▽
�

▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▲
�

▲
�

◆と　き　３月２８日（日）�

　　　　　昼の部　午後０時３０分開演�

　　　　　夜の部　午後３時３０分開演�

◆ところ　洲本市民会館�

◆内　容　昼の部�

　　　　　　　人形の解説  　　恋飛脚大和往来�

　　　　　　　日高川入相花王�

�

　　　　　夜の部�

　　　　　　　生写朝顔話　　トーク・思い出話　　�

　　　　　　　団子売り・引抜き・伊達娘恋緋鹿子�

◆入場料　　　前売り　　 　３，５００円�

　　　　　　　当日券　　 　４，０００円�

　　　　　　　学生券　　　１，０００円�

　　　　　　　昼夜通し券　５，０００円�

　入場券販売、問い合わせは、市観光協会（　２２・０７４２）へ。�

�

　総務省では、日本に永住している朝鮮半島・台湾出身者で、旧日本軍の軍人軍属等として戦死された人のご遺族や重度

戦傷病者の人に、弔慰金や見舞金などを支給しています。�

◆請求期限　本年３月３１日（水）まで。�

　請求期限経過後の請求は、一切、認められませんので、ご注意ください。�

　詳しくは、洲本市健康福祉館内介護福祉課（　２２・９３３３）へ。�

全席自由席�



８�

所得税は３月１５日（月）まで�
消費税と地方消費税は３月３１日（水）までです。�
所得税は３月１５日（月）まで�
消費税と地方消費税は３月３１日（水）までです。�

平成１５年分の確定申告と納税は、２月１６日（月）から�

　今年の確定申告期間中は、平日（月～金曜日）以外でも、洲本税務署・洲本市では、２月２２日・２９日の日曜日

に限り確定申告の相談・申告書の受付を行います。なお、この２日間は大変混雑し、長時間お待たせすることが予想

されますので、あらかじめご了承ください。�

（注）上記以外の日曜日や土曜日・祝日は閉庁していますが、申告書は郵送や税務署の時間外文書収受箱に投かんす

　　　ることにより提出することができます。�

　お問い合わせなど詳しくは、洲本税務署（　２４・１２１２）へ。�

　※土地・建物などを売却された場合の譲渡所得の申告相談については、洲本税務署にお越しください。�

　※洲本税務署・洲本市では、午前９時から午後４時（正午から午後１時を除く）まで申告相談受付を行っています。�

�

▼
�

◆
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
主
な
収
入
が
給
与
の
人
で
も
、
次
の
よ
う
な

　
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。�

▽
昨
年
の
給
与
収
入
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
場
合
で
、
給
与
以
外
の
所
得 

　
（
事
業
、
不
動
産
、
年
金
な
ど
）
が
あ
り
、
そ
の
所
得
額
の
合
計

　
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ 

　
た
給
与
以
外
の
所
得
額
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
パ
ー
ト
収
入
が
百
三
万
円
を
超
え
る
場
合�

◆
次
の
よ
う
な
人
で
、
昨
年
中
の
所
得
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶

　
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
場
合
は

　
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。�

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
人
や
、
社
会

　
保
険
料
や
生
命
保
険
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
人�

▽
商
売
な
ど
、
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人�

▽
家
賃
や
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得
が
あ
る
人�

▽
土
地
や
建
物
を
売
っ
て
譲
渡
所
得
が
あ
る
人�

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税

が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
所
は
確
定
申

告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。�

▽
昨
年
、
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末

　
調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合�

▽
十
万
円
か
所
得
の
五
　
を
超
え
る
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合�

▽
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場
合�

▽
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
住
宅
の
購
入
や
増
改
築
を
し
た

　
場
合
（
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）�

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告�

所
得
税
の
確
定
申
告�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
税
務
署
（
　
２
４
・
１
２
１
２
）
へ
。�

確
定
申
告
が
必
要
な
人�

　
皆
さ
ん
が
、
毎
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
め
た
介
護
保
険

料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
の
申
告
の

と
き
、
社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

所
　
得
　
控
　
除

所
　
得
　
控
　
除�

所
　
得
　
控
　
除�

社
会
保
険
料
控
除�

社
会
保
険
料
控
除

社
会
保
険
料
控
除�

社
会
保
険
料
控
除�

　
平
成
十
五
年
中
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保
険
税
の
金

額
が
控
除
額
と
な
り
ま
す
（
納
付
額
は
、
個
人
に
よ
り
こ
と
な
り
ま

す
）
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係
（
　
２
２
・
３
３

２
１
内
線
２
５
８
、
２
５
９
）
へ
。�

国
民
健
康
保
険
税�

◆
六
十
五
歳
以
上
の
人�

▽
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人�

　
　
社
会
保
険
庁
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
平
成
十
五
年
分
公
的
年

　
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
社
会
保
険
料
の
金

　
額
」
が
控
除
で
き
ま
す
。
年
金
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
本

　
人
の
み
社
会
保
険
料
控
除
で
き
ま
す
。�

▽
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る
人�

　
　
平
成
十
五
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
額
が
控
除
で
き
ま
す
。
窓

　
口
で
納
付
し
た
人
は
、
「
介
護
保
険
料
領
収
証
書
」
を
、
銀
行
な

　
ど
の
口
座
振
替
を
利
用
し
た
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
口
座

　
振
替
結
果
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

◆
四
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満
の
人�

▽
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人�

　
　
給
与
所
得
の
介
護
保
険
料
額
は
源
泉
徴
収
票
の
「
社
会
保
険
料

　
控
除
」
に
含
ま
れ
ま
す
。�

▽
国
保
や
任
意
継
続
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
の
介
護
保
険
料

　
は
、
国
保
税
や
保
険
の
掛
け
金
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際

　
に
、
平
成
十
五
年
中
に
支
払
っ
た
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ 

 
 
 

　
い
。
銀
行
な
ど
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
送
付
さ
れ

　
た
「
口
座
振
替
通
知
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

介
護
保
険
料�

確
定
申
告
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
還
付
申
告
）�

パ
ー�

セ
ン
ト�

→
�
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○画面に基づき必要項目を入力すると、

　確定申告書が作成できます。�

○カラープリンタで印刷した確定申告

　書が、そのまま提出できます。�

○ホームページは２４時間利用できます。�

○株式などを売却した場合の所得の計

　算にも対応しています。�

国税庁ホームページ国税庁ホームページ�国税庁ホームページ国税庁ホームページ�国税庁ホームページ�
「所得税の確定申告書作成コーナー」で�

確定申告書が作成できます�

国税庁ホームページアドレス�
http://www.nta.go.jp

「所得税の確定申告書作成コーナー」は、�

　
今
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
昨
年
中
に
所
得
が

あ
っ
た
人
は
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
の
給
与
所
得
者
や
確
定
申
告
を
す
る
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。�

　
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
国
保
加
入
者

の
い
る
世
帯
主
は
市
県
民
税
が
非
課
税
の
人
で
も
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。�

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
月
四
月
一
日
現
在
の
所
得
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
お
手
持
ち
の
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
売
っ
た

り
、
廃
車
し
た
り
し
た
人
で
、
ま
だ
名
義
変
更
や
廃
車
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
平
成
十
五
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
納
め

て
い
た
だ
く
市
税
の
納
期
は
、
三
月
一
日
で
、
す
べ
て
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
つ
い
、
う
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。�

　
も
し
、
納
め
忘
れ
の
税
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。�

　
市
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
の

手
続
き
を
す
る
と
、
納
期
日
に
あ
な
た
の
口
座
か
ら
市
税
が
振
替
納

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
上
、
金
融
機
関

や
郵
便
局
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。�

　
手
続
き
は
、
市
役
所
税
務
課
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。�

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告�

市
県
民
税
の
申
告�

▼
詳
し
く
は
、市
役
所
総
務
部
税
務
課（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線�

２
５
７
・
２
５
８
）へ
。�

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人�

　
平
成
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
人
は
、
確
定
申
告
で
保
険
料
を
社
会
保
険
料
と
し
て
申
告
す
れ

ば
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

手
続
き
に
は
原
則
と
し
て
、
十
五
年
中
の
保
険
料
分
の
領
収
書
の
添

付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除�

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
廃
車
・
譲
渡
手
続
き�

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か�

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を�

　
申
告
が
必
要
な
所
得
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

▽
営
業
等
所
得 

販
売
、
飲
食
、
製
造
、
建
設
、
修
理
、
金
融
、
医 

 

　
師
、
弁
護
士
、
会
計
士
、
作
家
、
外
交
員
、
舞
踊
の
師
匠
、
下
宿

　
業
の
収
入
な
ど�

▽
農
業
所
得 

農
産
物
の
生
産
、
果
樹
の
栽
培
、
畜
産
な
ど
の
収
入�

▽
不
動
産
所
得 

ア
パ
ー
ト
、
借
家
、
貸
事
務
所
、
貸
地
な
ど
の
賃 

 
 

　
借
料
や
権
利
金
な
ど
の
不
動
産
収
入�

▽
配
当
所
得 

株
式
や
出
資
の
配
当
金
、余
剰
金
の
分
配
な
ど
の
収
入�

▽
給
与
所
得 

給
料
、賃
金
、賞
与
、事
業
専
従
者
給
与
な
ど
の
収
入�

▽
雑
所
得 

恩
給
、
年
金
な
ど
、
他
の
所
得
に
当
て
は
ま
ら
な
い
収
入�

▽
総
合
譲
渡
所
得 

機
械
器
具
、
営
業
権
な
ど
の
譲
渡
に
よ
る
収
入�

▽
一
時
所
得 

賞
金
、
競
馬
の
払
戻
金
、生
命
保
険
な
ど
の
一
時
収
入�

▽
分
離
譲
渡
所
得 

土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た

　
こ
と
に
よ
る
収
入
な
ど�

▽
山
林
所
得
　伐
採
し
た
木
、立
ち
木
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
る
収
入�

�

　
確
定
申
告
の
様
式
は
、
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
様
式
が
あ
り
、
所
得
の
種

類
な
ど
に
よ
り
使
用
す
る
申
告
書
が
異
な
り
ま
す
。�

◆
Ａ
様
式
　
申
告
す
る
所
得
が
給
与
所
得
や
雑
所
得
、
配
当
所
得
、

　
一
時
所
得
だ
け
の
人
で
、
予
定
納
税
額
の
な
い
人�

◆
Ｂ
様
式
　
Ａ
以
外
の
人�

　
な
お
、
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
却
し
た
人
、
平
成
十
五
年
中
の
所

得
金
額
が
赤
字
に
な
る
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
途
付
表
が
必
要
で

す
。�

　
野
菜
や
果
樹
な
ど
の
作
物
を
作
付
け
さ
れ
て
い
る
人
、
牛
を
飼
わ

れ
て
い
る
人
の
申
告
に
は
、
収
支
計
算
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費

を
差
し
引
く
）
が
必
要
で
す
。
農
業
所
得
標
準
を
適
用
し
て
、
申
告

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
水
稲
だ
け
の
場
合
は
、
標
準

を
使
っ
て
申
告
で
き
ま
す
）
。
平
成
十
五
年
中
の
総
収
入
金
額
と
必

要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を
申
告
書
に
添
付
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

所
得
の
種
類�

確
定
申
告
書
の
様
式�

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
支
計
算
が
必
要
で
す�

平成１５年中の国民年金保険料�平成１５年中の国民年金保険料�

１３,３００円�

１３,７００円�

　６,６５０円�

�

１５９,６００円�

１６４,４００円�

　７９,８００円�

１５６,７７０円�

１６１,４８０円�

※その他、過去の未納期間として納めた保�
　険料、免除期間を追納した保険料も控除�
　の対象になります。�

▼
国
民
年
金
の
保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
明
石
社
会
保

険
事
務
所
（
　
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６
）
へ
。�

月　　額� 年　　額�

定 額 保 険 料 �

定額+付加保険料�

半 額 保 険 料 �

定 額 保 険 料を�

前 納し た 場 合 �

定額+付加保険料

を前納した場合�

→
�
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男女共同参画「ジェンダー楽習カルタ」�
生涯にわたる男女共同参画学習促進事業�

～子どもに多様な未来を用意するために～�性に
こだわ

らない子育てで子どもの心を育む性に
こだわ

らない子育てで子どもの心を育む

せ
か
い
じ
ゅ
う
　�

　
　
こ
ど
も
の
　
え
が
お
で
　�

　
　
　
　
　
み
ん
な
し
あ
わ
せ
　
　�

た
く
ま
し
さ
　
お
ん
な
も�

　
お
と
こ
も
　
た
い
せ
つ
に�

ち
が
っ
て
い
て
　
い
い
ん
だ
よ�

　
あ
な
た
は
　
た
っ
た
　�

　
　
　
ひ
と
り
の
だ
い
じ
な
こ�

つ
な
い
だ
て
　�

　
こ
こ
ろ
と
　�

　
　
こ
こ
ろ
が�

　
　
　
あ
っ
た
か
は
ー
と�

て
を
つ
な
ぎ
　
い
っ
し
ょ
に�

　
　
あ
そ
ぼ
う
　
わ
に
な
っ
て�

と
ら
っ
く
を
　
う
ん
て
ん
す
る�

　
ま
ま
　
か
っ
こ
い
い�

そ
う
じ
す
る
　
か
ぞ
く�

　
み
ん
な
で
　
に
ち
よ
う
び�

０歳からの男女共同参画学習実行委員会作成０歳からの男女共同参画学習実行委員会作成�
市役所市民生活部人権推進課男女共同参画社会係市役所市民生活部人権推進課男女共同参画社会係�
０歳からの男女共同参画学習実行委員会作成�
市役所市民生活部人権推進課男女共同参画社会係�

　
成
ヶ
島
は
紀
淡
海
峡
に
面
し
、

友
が
島
（
地
ノ
島
・
沖
ノ
島
）

と
と
も
に
、
海
峡
の
美
し
い
景

観
を
構
成
し
て
お
り
、
風
光
明

媚
な
形
状
か
ら
「
淡
路
橋
立
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二

十
五
年
に
は
そ
の
周
辺
地
域
と

と
も
に
瀬
戸
内
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
松
林
は
松
食
い
虫
の
被
害
に

あ
い
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
松
林
は
、
景
観

だ
け
で
な
く
、
防
風
・
防
潮
・

魚
つ
き
林
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、

復
元
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。�

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
七
十
周
年
記
念
行
事�
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
七
十
周
年
記
念
行
事�

成ヶ島�成ヶ島�

「
淡
路
橋
立
」
成
ヶ
島�

再
び
白
砂
青
松
を�

　
そ
こ
で
今
回
は
、
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
指
定
七
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
地
元
の
由
良
中
学

校
生
徒
や
関
係
者
、
環
境
省
な

ど
に
よ
る
松
食
い
虫
に
比
較
的

強
い
と
さ
れ
て
い
る
抵
抗
性
マ

ツ
三
百
本
の
植
栽
と
、
台
風
や

海
流
な
ど
で
流
れ
着
い
た
ゴ
ミ

を
清
掃
す
る
「
ゴ
ミ
清
掃
大
作
戦
」

を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
七
月
に
は
希
少
植
物

で
あ
る
ハ
マ
ボ
ウ
の
観
察
会
と

ゴ
ミ
清
掃
大
作
戦
、
「
成
ヶ
島

自
然
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

◆ 

と
　
き
　
二
月
二
十
一
日
（土）
、

　
午
前
　
※
雨
天
の
場
合
、
翌

　
日
順
延�

◆ 

と
こ
ろ
　
成
ヶ
島�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振

興
部
商
工
観
光
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
３
８
）
へ
。�

修
景
の
た
め
の�

　
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
と�

　
　
　
ゴ
ミ
清
掃
大
作
戦�

修
景
の
た
め
の

修
景
の
た
め
の�

　
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
と

　
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
と�

　
　
　
ゴ
ミ
清
掃
大
作
戦

　
　
　
ゴ
ミ
清
掃
大
作
戦�

修
景
の
た
め
の�

　
抵
抗
性
マ
ツ
植
栽
と�

　
　
　
ゴ
ミ
清
掃
大
作
戦�

入居者募集�新設�グループホーム�あかとんぼ�あかとんぼ�あかとんぼ�

■２４時間介護体制で、介護スタッフがお世話します。■明るく家庭的な雰囲気の中で、楽しく生活していただけます。�
■リハビリ機器・マッサージ機器・カラオケルームなどの設備も充実！�

入 居 対 象 �

施 設 詳 細 �

月額利用料�

要介護度　以上で、痴呆症状のある人�

２７部屋（全室個室）   　冷暖房・電動ベッド・非常呼出コールなどを完備�

１０万円前後（介護度により異なります）※居室利用料・共益費・食材費・介護保険１割負担を含みます。�

TEL.０７９９・４３・３６００�TEL.０７９９・４３・３６００�TEL.０７９９・４３・３６００�
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青
雲
中
学
校
一
年
の
竹
口
う
ら
ら
さ
ん
が
、
第
四
十

九
回
青
少
年
読
書
感
想
文
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
知
事
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
の
教
育
ひ
ろ
ば
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
作
家
バ
ー
リ
ー
・
ド
ハ
ー
テ
ィ
の
著
「
ホ
ワ
イ

ト
・
ピ
ー
ク
・
フ
ァ
ー
ム
」
を
読
ん
で
の
竹
口
さ
ん
の

感
想
文
「
家
族
の
き
ず
な
」
を
紹
介
し
ま
す
。�

家
族
の
き
ず
な�

青
雲
中
学
校
一
年
　
　
　
　　
竹
口
う
ら
ら�

　
私
の
姉
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
、
家
族
の
誰
か
が
帰
っ

て
き
た
時
に�

「
お
か
え
り
。
」�

と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す

る
。
自
分
の
部
屋
に
い
る
時
も
、

台
所
に
い
る
時
も
、
ピ
ア
ノ
を

ひ
い
て
い
る
時
も
、
そ
し
て
ト

イ
レ
に
入
っ
て
い
る
時
に
も
、

誰
か
が
帰
っ
て
き
た
と
分
か
れ

ば
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
そ
の
「
お

か
え
り
。
」
と
い
う
声
が
な
か

っ
た
ら
、
「
あ
れ
、
お
姉
ち
ゃ

ん
、
今
い
な
い
の
か
な
。
ど
う

し
て
か
な
。
」
と
心
配
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。�

　
こ
の
本
を
読
ん
で
「
た
だ
い

ま
」
「
お
か
え
り
」
何
気
な
く

毎
日
何
度
も
か
わ
し
て
い
る
あ

い
さ
つ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
家
族
の
帰
る
場
所
、
そ

し
て
い
つ
も
自
分
を
あ
た
た
か

く
む
か
え
て
く
れ
る
場
所
、
そ

し
て
私
自
身
、
心
が
落
ち
つ
く

場
所
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
気

付
か
せ
て
く
れ
た
。�

　
勇
気
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
、
頑

固
な
父
、
家
族
の
た
め
に
尽
く

す
母
、
そ
し
て
四
人
の
子
供
た

ち
、
そ
の
家
族
を
め
ぐ
っ
て
問

題
は
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
る
。

お
ば
あ
さ
ん
や
子
供
た
ち
は
自

分
の
夢
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
頑

張
る
。
家
族
み
ん
な
が
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
夢
を
追
い
、
実
現

さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

家
を
出
て
家
族
は
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
し
ま
う
。
子
供
の
夢
に

こ
と
ご
と
く
反
対
す
る
父
は
本

当
に
頑
固
な
父
だ
と
思
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
家
族
の
夢
を
応
援

し
支
え
て
あ
げ
る
の
が
父
の
役

目
の
は
ず
だ
か
ら
。
し
か
し
、

先
祖
か
ら
受
け
つ
が
れ
て
き
た

農
場
を
自
分
の
代
で
終
わ
ら
せ

た
く
な
い
と
い
う
の
が
父
の
夢

な
ら
ば
、
父
を
責
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
も
思
っ
た
。�

　
私
に
も
夢
が
あ
る
。
日
本
の

文
化
を
愛
す
る
ア
メ
リ
カ
の
女

性
に
出
会
っ
て
か
ら
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
外
国
で
、
小
学

四
年
生
か
ら
始
め
た
茶
道
を
広

め
た
い
と
。
そ
の
夢
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
、
今
は
英
語
の
勉

強
を
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

い
つ
か
は
外
国
で
生
活
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う

な
れ
ば
こ
の
家
を
出
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
こ
の
夢
を
家
族
に

話
せ
ば
こ
の
父
の
よ
う
に
、
両

親
も
祖
父
も
祖
母
も
反
対
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
私
は

ど
ん
な
に
家
族
と
離
れ
て
い
て

も
、
私
に
と
っ
て
帰
る
場
所
は
、

こ
の
家
で
あ
る
と
自
信
を
持
っ

て
言
え
る
。�

　
塾
、
ク
ラ
ブ
な
ど
、
ま
た
両

親
の
仕
事
の
た
め
に
、
夕
食
の

時
間
に
全
員
が
そ
ろ
う
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
。
私
の
家

で
は
、�

「
も
う
少
し
待
と
う
。
」�

と
祖
父
が
言
う
。
食
事
の
時
間

が
お
そ
く
な
っ
て
も
、
全
員
で

食
べ
た
い
と
い
う
思
い
は
家
族

み
ん
な
の
思
い
だ
。
そ
し
て
、

全
員
が
思
い
思
い
に
し
ゃ
べ
る
。

で
も
、
そ
の
夕
食
の
時
間
が
私

は
と
て
も
「
ほ
っ
」
と
し
て
好

き
だ
。�

　
あ
る
日
、
姉
が
学
校
か
ら
帰

っ
て
き
て
か
ら
、
ひ
と
言
も
話

さ
な
い
。
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
こ
と
を
私
は
分
か
っ

て
い
た
。
夕
食
の
時
、
姉
以
外

の
み
ん
な
が
い
つ
も
の
よ
う
に

し
ゃ
べ
っ
て
い
た
が
、
み
ん
な

の
目
は
姉
を
見
て
い
た
。
そ
の

時
、
父
が
突
然
、�

「
食
卓
は
ゴ
ミ
箱
で
な
け
れ
ば

あ
か
ん
な
。
」�

と
言
い
出
し
た
。
私
は
「
え
っ
」

と
思
っ
た
。
夕
食
の
時
間
は
、

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
を
、
み
ん
な
で
は
き
出

せ
る
場
所
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。
突

然
の
父
の
言
い
方
に
び
っ
く
り

し
た
が
、
明
日
に
も
ち
こ
さ
な

い
た
め
に
、
い
や
な
こ
と
も
悲

し
い
こ
と
も
、
全
部
は
き
出
し

た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
だ
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
こ
の
家
族
の

食
卓
は
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
姉
は
泣
き

な
が
ら
父
の
話
を
聞
い
て
い
た
。�

　
「
家
族
」
「
家
庭
」
は
ひ
と

つ
の
大
き
な
生
き
物
の
よ
う
な

気
が
す
る
。
家
族
ひ
と
り
ひ
と

り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
違

う
生
活
を
し
、
そ
こ
で
様
々
な

人
と
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
感
じ
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
、

家
族
の
集
合
場
所
で
あ
る
家
庭

に
帰
っ
て
き
て
、
た
わ
い
も
な

い
話
を
し
た
り
、
腹
が
立
っ
た

話
を
し
た
り
、
そ
し
て
悩
み
を

相
談
し
た
り
、
自
分
の
夢
を
聞

い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
。
家
族

の
誰
か
に
心
配
な
こ
と
が
起
こ

る
と
、
そ
の
生
き
物
は
元
気
が

な
く
な
り
、
落
ち
こ
ん
で
し
ま

う
。
し
か
し
、
心
配
は
、
家
族

み
ん
な
で
カ
バ
ー
し
あ
う
と
半

分
に
へ
る
。
そ
し
て
、
家
族
の

誰
か
に
喜
び
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
二
倍
に
も
三
倍
に
も
喜
び
が

ふ
く
ら
み
、
家
が
明
る
く
な
る
。�

　
悲
し
み
は
半
分
に
喜
び
は
三

倍
に
、
そ
れ
を
で
き
る
の
が
家

族
の
き
ず
な
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る

い
ろ
ん
な
出
来
事
、
問
題
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
、
家
族
の
き

ず
な
が
生
ま
れ
る
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
家
族
の
き
ず
な

が
強
く
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。�

　
以
前
、
母
は�

「
人
間
は
、
一
生
に
二
つ
の
家

族
を
経
験
す
る
。
」�

と
言
っ
て
い
た
。
一
つ
は
自
分

が
生
ま
れ
て
育
つ
家
。
も
う
一

つ
は
、
自
分
が
結
婚
し
、
今
ま

で
と
違
う
人
と
構
成
す
る
家
族
。

ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
・
フ
ァ
ー

ム
で
も
新
し
い
命
を
宿
し
た
キ

ャ
ス
リ
ー
ン
が
ア
レ
ク
と
共
に

迎
え
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
家
族

構
成
で
、
ド
ラ
マ
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
ジ
ー
ニ
ー
も
ま

た
、�

「
あ
な
た
は
き
っ
と
、
こ
の
土

地
を
離
れ
て
生
き
て
い
く
ん
で

し
ょ
う
ね
。
・・・・・・
ど
こ
で
ど

ん
な
人
生
を
送
ろ
う
と
、
こ
の

ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
・
フ
ァ
ー

ム
は
い
つ
だ
っ
て
、
あ
な
た
の

帰
っ
て
く
る
場
所
よ
。
」�

と
言
っ
た
母
の
言
葉
を
胸
に
、

新
た
な
門
出
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
人
生
を
送
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
ん
な
人
生
を
送
ろ
う
と
も
、

家
族
を
大
切
に
し
、
い
つ
も
「
た

だ
い
ま
」
「
お
か
え
り
」
と
言

い
あ
え
る
家
族
と
共
に
暮
ら
し

た
い
と
思
う
。�

未定�



写真�ニュース�

　青雲中学校が１月１６日、日

比谷公会堂で行われた「第４４

回交通安全国民運動中央大会」

で交通安全優良学校として表彰

を受けました。同校は、吹奏楽

部による交通安全パレードへの

参加などによる啓発活動のほか、

昨年９月からは生徒、保護者、

教師などが校門などに立ち、登

校時の生徒に声をかける「あい

さつ運動」などを行っています。�

青雲中が�
交通安全優良学校を受賞�

成人おめでとう　新たな旅立ち�

１２１２�１２�

　平成１６年洲本市成人式が、１月１１日洲本市民会館ふれあいホ

ールで、新成人約４００人が出席して行われました。�

　式では奥井理恵さんが、「成人としての責任を自覚し、自分への

挑戦を続けたい」と成人代表のことばを述べました。�

未�

 島内で活躍する�
『淡路の女』１００人展�

ひと�

　国際写真展受賞回数のギネス

記録を持つ写真家の大学稔さんが、

島内で活躍する女性を撮影した

「第２回淡路の顔『淡路の女』

１００人展」を、１月２９日か

ら淡路文化史料館で開催してい

ます。活動の様子を撮ったもの

と肖像写真をセットにして１０

０人の女性を紹介しているこの

展示会は２月２０日まで行われ

ています。�

ひと�



　「第５８回淡路駅伝競走大会」が、

１月２５日アグリ公園周辺で開催され、

４部門２９チームが冬空の下、力走し

ました。洲本市は、中学の部で優勝し、

八連覇を飾りました。結果は次のとお

りです。�

第５８回　淡路駅伝競走大会開催�

　一宮町伊弉諾神宮で１月１５日、「第

４１回淡路農林水産祭」が開催されま

した。漁業やノリ養殖などを営む傍ら

炬口漁業協同組合の役員を務めている

西岡勇さん（写真上）に兵庫県自治賞

が贈られ、永年「日本農業新聞特別通

信員」として活躍された北岡肇さんは

淡路農林水産功労者として表彰されま

した。また農林水産物等コンクールし

いたけ栽培の部で水田進さんが金賞を

受賞しました。�

淡路農林水産祭で�
西岡さん、北岡さん、水田さん表彰�

　災害時のボランティア活動と自主的

な防災活動についての知識を深めるた

めに１月１７日、ジャスコ新洲本店駐

車場で「防災の日とボランティアキャ

ンペーン」が行われました。淡路県民局、

洲本市、警察署、消防署、市連合町内

会などが参加し、消防団千草分団の消

防操法やレスキュー隊による救助活動

の実演が行われました。�

１月１７日は「防災とボランティアの日」�

　宇山の米田家住宅が国の文化審議会

により１月１６日、登録有形文化財と

するように答申されました。米田家住

宅は、昭和１６年に建てられた近代和

風邸宅様式の建物で、今回は主屋のほ

か寝殿や洋館など八件が登録されるこ

とになり、洲本市で初めての登録文化

財となります。�

米田家住宅が登録有形文化財に�

１３�

１位�

２位�

３位�

�

１位�

２位�

３位�

�

１位�

２位�

３位�

�

１位�

２位�

３位�

一般の部�

南淡町�

東浦町�

五色町�

高校の部�

三原町�

洲本市�

一宮町�

中学の部�

洲本市�

津名町�

北淡町�

女子の部�

一宮町�

洲本市�

北淡町�



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

募

集

�

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
個

性
と
能
力
を
発
揮
し
て
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
社
会
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た

め
、
地
域
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
�

◆
応
募
資
格
　
地
域
に
お
い
て

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

　
に
む
け
た
情
報
の
収
集
・
提

　
供
、
啓
発
活
動
に
取
り
組
む

　
意
欲
の
あ
る
県
内
在
住
の
成

　
人
男
女
�

◆
活
動
期
間
　
二
年
間
（
平
成

　
十
六
年
四
月
一
日
〜
十
八
年

　
三
月
三
十
一
日
）
�

◆
応
募
締
切
　
二
月
二
十
七
日

　
（金）
�

▼
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
企
画
啓
発
課
（
　
０
７
８
・

３
６
０
・
８
５
５
０
）
へ
。
�

��◆
種
　
目
　
予
備
自
衛
官
補
�

◆
身
　
分
　
非
常
勤
の
特
別
職

　
国
家
公
務
員
�

◆
応
募
資
格
　
十
八
歳
以
上
三

　
十
四
歳
未
満
の
人
�

◆
待
　
遇
　
三
年
以
内
に
五
十

　
日
の
教
育
訓
練
に
参
加
し
、

　
そ
の
後
予
備
自
衛
官
と
な
る
、

　
制
度
で
す
。
訓
練
召
集
手
当

　
て
と
し
て
、
日
額
七
千
九
百

　
円
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
訓

　
練
に
参
加
す
る
た
め
の
旅
費

　
な
ど
も
支
給
さ
れ
ま
す
。
�

◆
締
　
切
　
四
月
九
日
（金）
�

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
　
２
４
・
２
４
４

９
）
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線

２
２
５
）
へ
。
�

����　
市
で
は
、
国
の
緊
急
雇
用
対

策
と
し
て
臨
時
応
急
的
な
交
付

金
を
活
用
し
、
次
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

◆
業
務
内
容
　
○
史
跡
管
理
業

　
務
（
清
掃
、
草
刈
り
な
ど
の

　
植
栽
管
理
）
、
○
教
育
指
導

　
補
助
�

◆
雇
用
期
間
　
四
月
〜
九
月
（
た

　
だ
し
○
の
場
合
は
来
年
三
月

　
ま
で
の
再
任
あ
り
）
�

◆
募
集
人
員
　
○
三
人
○
四
人
�

◆
募
集
期
間
　
二
月
二
十
日
（金）

　
〜
二
十
七
日
（金）
�

◆
資
格
要
件
　
○
▽
教
員
免
許
、

　
音
楽
療
法
の
資
格
を
有
す
る

　
人
　
▽
学
校
教
育
に
関
す
る

　
知
識
の
あ
る
人
�

▼
詳
し
く
は
、
○
洲
本
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
　
２
４
・

４
８
３
０
）
、
○
市
教
育
委
員

会
（
　
２
２
・
６
２
６
６
）
へ
。
�

�

�

　
ば
ね
指
は
、
い
わ
ゆ
る
手
指

に
起
こ
る
腱
鞘
炎
の
一
つ
で
す
。

こ
の
腱
鞘
炎
は
、
指
を
動
か
す

腱
と
そ
れ
を
包
ん
で
い
る
腱
鞘

が
こ
す
れ
て
、
腱
と
腱
鞘
が
腫

れ
あ
が
り
、
腱
の
通
り
道
が
狭

く
な
っ
て
、
指
を
動
か
す
際
に

痛
み
を
き
た
す
状
態
で
す
。
症

状
は
、
指
の
つ
け
根
や
指
先
の

痛
み
の
他
、
指
の
曲
げ
伸
ば
し

の
際
に
指
が
引
っ
か
か
っ
た
よ

う
に
止
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
悪
化
す
る
と
腱
が
滑
ら

な
く
な
り
、
指
が
曲
が
っ
た
ま

ま
動
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
指
の
使
い
す
ぎ
や
慢
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
な
ど

の
病
気
と
の
関
連
性
を
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
が

は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
�

　
ま
た
、
中
年
の
婦
人
や
手
作

業
を
す
る
人
に
し
ば
し
ば
認
め

ら
れ
ま
す
。
女
性
に
圧
倒
的
に

多
く
、
男
性
は
比
較
的
少
な
い

で
す
。
一
般
的
に
親
指
に
最
も

多
く
、
次
い
で
中
指
と
薬
指
に

よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
�

　
治
療
は
手
を
使
い
す
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
原
則
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
痛
み
や
炎
症

を
と
め
る
薬
を
飲
ん
だ
り
、
塗

り
薬
や
湿
布
を
使
い
ま
す
。
ま

た
、
腱
鞘
内
へ
の
炎
症
止
め
の

注
射
を
打
ち
ま
す
。
そ
れ
で
も

治
ら
な
い
場
合
や
症
状
が
強
い

場
合
は
、
手
術
を
し
ま
す
。
手

術
は
皮
膚
を
一
か
ら
二
　
切
り
、

腱
鞘
を
切
り
離
し
、
腱
と
腱
鞘

が
こ
す
り
あ
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
手
術
時
間
は
約
十
五
か

ら
二
十
分
程
か
か
り
ま
す
。
�

�

第
　
期
　
�

男
女
共
同
参
画
�

　推
進
員
（
地
域
）
�

予
備
自
衛
官
補
�
緊
急
雇
用
�

創
出
事
業
に
つ
い
て
�

岡田整形外科�

岡田純典  医師�

ば
　
ね
　
指
　
？�

セ
ン
�

チ
�

２� ２�

２�

２�

２�

１� １�

１�



お
知
ら
せ�

１５�

わが家の　ホ ー プ�

�

竹口　直孝 くん� みなみちゃん�

�����◆
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
（
四

　
月
八
日
開
講
）
　
▽
昼
の
部

　
（
午
前
十
時
〜
正
午
）
　
▽

　
夜
の
部
（
午
後
七
時
〜
九
時
）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉
�

　
会
館
（
夜
の
部
は
、
三
原
中

　
央
公
民
館
、
し
づ
の
お
だ
ま

　
き
館
で
も
あ
り
ま
す
）
�

◆
募
集
人
員
　
各
会
場
二
十
五

　
人
（
高
校
生
以
上
）
�

◆
受
講
料
　
四
千
円
（
テ
キ
ス

　
ト
、
資
料
代
）
�

◆
締
　
切
　
三
月
三
十
一
日
（水）
�

▼
申
込
な
ど
詳
し
く
は
、
淡
路

聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
洲
本

市
健
康
福
祉
館
内
　
２
４
・
３

８
５
０
）
へ
。
�

�����������　
定
期
預
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
元
本
の
一
千

万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
な
ど
が

保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超
え

る
部
分
は
、
破
た
ん
金
融
機
関

の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。
�

　
平
成
十
七
年
四
月
以
降
は
、

当
座
預
金
な
ど
の
利
息
の
つ
か

な
い
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
預
金
保
険

制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金
保
険

制
度
と
も
に
同
様
の
取
扱
い
が

な
さ
れ
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
か
、
預
金
保
険
機
構
、
農
水

産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、

財
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�

金
融
庁
・
預
金
保
険
機
構
�

���◆
二
月
十
八
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
三
月
十
八
日
（木）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
正
午
�

▽
午
後
一
時
〜
三
時
半
�

 
三
洋
電
気
（株）
ソ
フ
ト
エ
ナ
ジ

　
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
�

◆
三
月
二
十
三
日
（火）
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
�

▽
午
後
一
時
〜
三
時
半
�

 
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

　
本
保
健
所
）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

�������◆
と
　
き
　
二
月
二
十
四
日
（火）
、

　
午
前
十
時
〜
正
午
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
総
合
庁
舎
�

◆
相
談
員
　
司
法
書
士
会
淡
路

　
支
部
の
司
法
書
士
�

※
三
月
よ
り
毎
月
一
回
第
三
火

　
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
司
法
書
士
濱
口

事
務
所
（
　
０
７
９
９
・
６
２
・

５
８
２
９
）
へ
。
�

思いやりと、笑顔のある心温かい子に育ってね。�

手

話

奉

仕

員

�

養
成
講
座
�

受
講
生
�

当
座
預
金
・
普
通
預
金
・
�

別
段
預
金
は
、
�

平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
�

引
き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
�

司
法
書
士
に
よ
る
�

無
料
法
律
・
登
記
相
談
�

�（平成１３年４月１０日生まれ）�（平成１５年１２月１４日生まれ）�

献
血
日
程�

相

談

�

TEL 26-1133

できたての弁当をお召し�
上がりください。�
お電話でも承っております。�

持帰持帰り用弁当用弁当（要予約要予約）承ります�持帰り用弁当（要予約）承ります�

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

〈２月の定休日〉２月１８日（水）、２月２５日（水）�
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

2月2020日（金）よりスタート（大人大人￥1,5001,500税込税込）�2月20日（金）よりスタート（大人￥1,500税込）�

　平成１５年１２月２６日に発生した大地震で被害を受

けたイランの被災者を支援するため、兵庫県では義援金

募集委員会を組織し、義援金の募集を行っています。�

　阪神・淡路大震災では、国内外から大きな支援をいた

だきました。感謝の気持ちを表すために、被災地として

温かい支援を行いましょう。�

◆義援金募集期間　３月３１日（水）まで�

◆募金方法　次の口座に振り込んでください。�

　　みなと銀行本店営業部　普通口座　１７０４２８０

　　イラン南東部大地震兵庫県義援金�

　※みなと銀行本支店間の振込手数料は無料です。（Ａ

　　ＴＭを除く）�

　　郵便振替　００９３０－０－２９５６８９　�

　　イラン南東部大地震兵庫県義援金�

　詳しくは、イラン南東部大地震兵庫県義援金募集委員

会事務局（兵庫県健康生活部福祉局社会福祉課内、　０

７８・３４１・７７１１内線２９９６、２９２４）へ。�

イラン南東部大地震義援金募集！イラン南東部大地震義援金募集！�イラン南東部大地震義援金募集！�
～イラン南東部大地震南東部大地震の被災者被災者に�
　　　　　　　　　温　　　　　　　　　温かい支援支援の気持気持ちを！～�
～イラン南東部大地震の被災者に�
　　　　　　　　　温かい支援の気持ちを！～�

▼
�

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・�

３３２１内線３４３）へ。�

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�
２月２６日（木）（第４木曜日）�

午前７時～正午�

▼
�

▽
 

▽
 

母：めぐみさん（千草）�

（予算に応じます）�￥800より�



１６�

情報広場�

����　
一
月
十
日
、
午
前
十
時
四
十

五
分
ご
ろ
、
ジ
ャ
ス
コ
南
西
角

の
栄
町
二
丁
目
の
交
差
点
に
お

い
て
、
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
と

自
転
車
が
衝
突
し
、
自
転
車
に

乗
車
し
て
い
た
市
内
在
住
の
七

十
九
歳
の
男
性
が
不
幸
に
も
亡

く
な
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
�

　
全
国
、
県
下
に
お
い
て
高
齢

者
の
関
係
す
る
事
故
の
増
加
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
洲

本
市
で
も
例
外
で
は
な
く
、
人

身
事
故
の
う
ち
四
件
に
一
件
は

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故

で
、
発
生
す
れ
ば
重
大
な
事
故

に
な
る
確
率
も
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
�

　
特
に
、
自
転
車
や
歩
行
者
は

自
動
車
と
違
い
、
身
体
を
守
っ

て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
ほ

か
、
慎
重
な
行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
�

　
ま
た
、
自
動
車
の
運
転
者
は

危
険
予
測
運
転
を
す
る
ほ
か
、

交
通
モ
ラ
ル
を
常
に
意
識
し
、

優
し
い
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
�

洲
本
警
察
署
�

交
通
事
故
が
�

　
多
発
し
て
い
ま
す
�

▼
�

▽
�

▽
�

▼
�

▼
�

介護予防・音楽療法教室 参加者募集�介護予防・音楽療法教室 参加者募集�
　市では、音楽の持つコミュニケーション機能により精神

的な癒し効果を期待し、高齢者が住み慣れた地域で心豊か

に生き生きとした生活が送れ、介護予防につながることを

目的として、「介護予防・音楽療法教室」を開催します。�

◆対象・定員　６５歳以上の人、先着２５人�

◆期　間　本年４月～平成１７年３月まで月１回�

◆内　容�

�

�

◆ところ、とき�

�

　学校給食問題、家庭での食事の問題など、今話題の「食

育」について、子どもの心との関連を中心に解説します。�

◆と　き　２月２８日（土）、午後２時～�

◆ところ　緑町町民センター３階大ホール�

◆講　師　大阪済生会中津病院�

　　　　　臨床心理士　岡嵜順子 先生�

◆主　催　あわじ中央ロータリークラブ、淡路小児科医会�

　詳しくは、たなか医院（　０７９９・４５・１５９９）

か、あわじ中央ロータリークラブ（水曜のみ、　０７９９・

４５・１５５５）へ。�

　一頭でも処分されるいのちを減らすために、兵庫

県での動物の愛護や管理について、広く県民の皆さ

んに知っていただき、現状を見つめてもらいたいと

ありのままを展示しています。�

◆３月    １日（月）～   ７日（日）　ジャスコ新洲本店�

　３月１７日（水）～２１日（日）　三原ショッピング  

　プラザパルティ�

　詳しくは、洲本健康福祉事務所薬務生活衛生課（　

２２・３５４１）へ。�

◆費　用　無料�

◆申　込　洲本市立在宅介護支援センター（洲本市健康福

　祉館内　２６・３１２０、ＦＡＸ２６・０５５２）�

◆締　切　３月３１日（水）�

　詳しくは、同センター（　２６・３１２０）へ。�

と　こ　ろ� 曜　日� 時　間�

第３水曜日�

第４水曜日�

第３月曜日�

第２水曜日�

第２月曜日�

第４金曜日�

第４火曜日�

第４月曜日�

午後１時３０分～３時３０分�

午前１０時～正午�

午後１時３０分～３時３０分�

午後１時３０分～３時３０分�

午後１時３０分～３時３０分�

午後１時３０分～３時３０分�

午前１０時～正午�

午後１時３０分～３時３０分�

１時間　音楽療法　音楽療法士�

１時間　健康相談と保健福祉の話　在宅介護支�

援センター職員など�

プラチナプラザ�

千 草 公 民 館 �

加 茂 公 民 館 �

桑 間 会 館 �

大 野 公 民 館 �

中川原公民館�

安 乎 公 民 館 �

由 良 公 民 館 �

第１２回淡路子どもの心研修会�

入場無料�

写真展写真展�写真展写真展�写真展�

交通事故にあわないためには？�交通事故にあわないためには？�交通事故にあわないためには？�

や
り
過
ご
す
�

見

せ

る

�

待

つ

�

確
か
め
る
�

キレる子どもと『食』�



������������　
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」（
平

成
十
八
年
開
催
）
で
は
、
夏
・

秋
両
大
会
が
初
め
て
一
本
化
さ

れ
、
正
式
・
公
開
計
三
十
九
競

技
が
一
大
会
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
開
会
式
は
、
神
戸
市
の
ユ
ニ

バ
ー
記
念
競
技
場
で
九
月
三
十

日
に
行
わ
れ
、
洲
本
市
で
は
十

月
一
日
か
ら
、
（
仮
称
）
洲
本

市
総
合
文
化
体
育
館
で
成
人
女

子
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
す
。
�

　
サ
ッ
カ
ー
、
高
校
野
球
な
ど

二
十
競
技
を
大
会
前
半
の
十
月

一
日
か
ら
四
日
に
、
陸
上
、
ラ

グ
ビ
ー
、
テ
ニ
ス
な
ど
十
七
競

技
は
後
半
十
月
五
日
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。
�

　
最
終
日
の
十
月
十
日
は
、
陸

上
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
卓
球
な
ど
六

競
技
で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
後
、

ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
で
閉
会

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
　
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
２
）
へ
。
�

国
体
の
競
技
会
期
決
定
�

成
人
女
子
九
人
制
�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
�

平
成
１８
年
�

１０
月
１
日
〜
４
日
�

１７�

２６２�

イチモンジカメムシの成虫�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��イ
チ
モ
ン
ジ
カ
メ
ム
シ
�

　
イ
チ
モ
ン
ジ
カ
メ
ム
シ
は
、

体
長
が
十
　
前
後
、
か
ら
だ
は

黄
緑
色
で
、
触
覚
と
脚
の
一
部

が
赤
褐
色
で
す
。
羽
の
つ
け
根

に
、
雄
で
は
赤
褐
色
、
雌
で
は

緑
白
色
の
横
帯
が
一
文
字
に
あ

り
、
こ
れ
が
名
前
の
由
来
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
�

　
越
冬
し
た
成
虫
は
四
月
頃
か

ら
現
わ
れ
て
、
マ
メ
科
の
雑
草

に
産
卵
し
ま
す
。
幼
虫
は
背
中

に
赤
色
と
黒
色
の
斑
紋
が
あ
っ

て
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
六
月
頃

か
ら
新
し
い
成
虫
が
現
わ
れ
、

秋
に
か
け
て
マ
メ
科
の
農
作
物

の
害
虫
と
な
り
ま
す
。
ア
ズ
キ

や
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
の
果
実
を
吸

収
し
、
大
き
な
被
害
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

　
イ
チ
モ
ン
ジ
カ
メ
ム
シ
は
、

本
州
か
ら
四
国
、
九
州
、
南
西

諸
島
に
か
け
て
分
布
す
る
普
通

種
で
す
。
淡
路
島
内
で
も
、
各

地
で
見
ら
れ
ま
す
。
�

�

ミ
�
　
リ
�

▼
�

▼
�

▽
�

▽
�

▼
�

◆ 固定資産税・都市計画税                 第４期�

◆ 納期                  ３月１日（月）�

　 納税は、便利な口座振替をご利用ください。�

                   市役所総務部税務課�

今月の納税今月の納税�今月の納税今月の納税�今月の納税�

　生石展望台からエトワ

ールまでの生石公園で、

２、３月の梅、４月の桜

とともに紀淡海峡・淡路

橋立のすばらしい眺望を

市民のみなさんに楽しん

でいただくプランです。�

�

◆期　間　２月中旬～４月下旬�

◆参加費　２、０００円（消費税込み）�

◆予　約　５人以上でご希望日の３日前までにお電話で�

◆スケジュール　�

　　午前１０時３０分～　集合・展望台へワゴン車で案内後散策�

　　正午～　　　　　　　食堂で昼食後、入浴、解散�

◆送　迎　由良保育園前バス停まで（要予約）�

　お申込など詳しくは、エトワール生石（　２５・７０３３）

へ。�

生石公園散策と春のお弁当�生石公園散策と春のお弁当�

◆と　き　３月７日（日）、午前１０時～

　午後４時�

◆ところ　洲本市民会館�

◆内　容　聴力検査、耳・補聴器相談、�

　福祉機器の展示、作業所によるバザー、�

　映画上映「たそがれ清兵衛」�

 （大人１、０００円、小人７００円）�

　映画整理券のお申し込みなど

詳しくは、あわじ耳の日の

集い実行委員会（淡路聴力

障害者協会内　２６・０

８８９）へ。�

�

第７回　あわじ耳の日の集い�第７回　あわじ耳の日の集い�第７回　あわじ耳の日の集い�



１８�

1２４�

◆
作
り
方�

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
太
い
し
ん
を
除

　
き
、
二
　
角
に
切
り
ゆ
で
る
。�

　
し
め
じ
は
小
房
に
分
け
ゆ
で

　
る
。�

　
調
味
料
を
ボ
ー
ル
に
合
わ
せ

　
て
な
め
ら
か
に
混
ぜ
合
わ
せ
、

　
　
　 

と
和
え
る
。�

キ
ャ
ベ
ツ
と
き
の
こ
の�

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
和
え�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

◆材料（２人分）�

　キャベツ　　　　　　 １５０　�

　しめじ　　　　　　　　 ３０�

　ピーナッツバター        大さじ１�

　だし  　　　　　 　　  大さじ１�

　しょうゆ　　　　    小さじ１/２�

　塩　　　　　　　　　　　  少々　�

　砂糖　　　　　　    大さじ１/２�

　　エネルギー　　５９　�

　　塩分　　　　０．８　�

�
 

１人分�

洲本市いずみ会�
「健康づくり教室」より�

９�

　栢野薬師堂の柴燈は、毎年８月１６日の送り盆
の行事として行われています。柴を約１００束、
麦わら約５０束を裂いた竹で柱巻きにして立てた
ものに、種火（昼間レンズで採光）で火をつけます。
暗闇の中で燃えさかる炎は浄土へと誘う神秘的な
雰囲気を醸しだし、人々は先祖の霊に祈りを捧げ
仏を送ります。島内だけでなく、県下にも例がな
い盆の行事です。�

　
市
で
は
、
不
慮
の
建
物
火
災
事
故
な
ど
を
補
償
す
る
「
建
物
火
災
共

済
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
三
月
十

日
（水）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

●
加
入
で
き
る
共
済
金
額
　
一
棟
当
た
り
十
万
円
か
ら
五
千
万
円
ま
で�

●
契
約
期
間
　
一
年�

　
（
平
成
十
六
年
三
月
二
十
日
〜
平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
）�

●
対
象
事
故
　
▽
火
災
　
▽
落
雷
　
▽
破
裂
・
爆
発
　
▽
物
体
の
落
下

　
な
ど�

●
加
入
で
き
る
機
種
　
▽
ト
ラ
ク
タ
ー
　
▽
コ
ン
バ
イ
ン
　
▽
田
植
機

　
▽
乾
燥
機
　
▽
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど�

●
対
象
と
な
る
事
故
　
農
作
業
中
の
接
触
、
追
突
、
転
落
事
故
な
ど
幅

　
広
く
補
償
（
地
震
な
ど
は
除
き
ま
す
）
。�

●
掛
金
に
つ
い
て
　
一
年
契
約
で
共
済
金
額
百
万
円
で
掛
金
は
四
千
円

　
で
す
（
新
品
調
達
価
格
ま
で
加
入
出
来
ま
す
）
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振
興
部
農
政
課
農
業
共
済
係
（
　
２
２
・

　
３
３
２
１
内
線
２
４
０
、
２
４
１
）
へ
。�

地震、風水害、雪害がプラスされた「総合
共済」の制度もあります。�
住宅については現在の建築価格まで加入す
ることができます。�
建物とあわせて、家具類も加入することが
できます。�

災
害
災
害
や
落
雷
落
雷
か
ら
が
っ
ち
り
ガ
ー
ド�

災
害
災
害
や
落
雷
落
雷
か
ら
が
っ
ち
り
ガ
ー
ド�

災
害
や
落
雷
か
ら
が
っ
ち
り
ガ
ー
ド�

建
物
共
済

建
物
共
済
に
ご
加
入
加
入
を�

建
物
共
済
に
ご
加
入
を�

農
機
具
共
済

農
機
具
共
済
に
も
ご
加
入
加
入
く
だ
さ
い�

農
機
具
共
済
に
も
ご
加
入
く
だ
さ
い�

ＮＯＳＡＩの建物短期共済�ＮＯＳＡＩの建物短期共済�
加入共済金額１，０００万円当たりの掛金額（１年間）�

住宅、納屋、�

土蔵農作業場�

併用住宅、�
販売店舗
事務所など�

飲 食 店 、�

製麺所など�

製 材 場 、�

加工場など�

建物用途�

構造・目的�

建物・
家具類�

建物・
家具類�

木造�
防火造�

鉄骨造�
土蔵造�

建物・
家具類�

木造� 鉄筋コンクリート造�

建物�家具類�

７，５００�

１３，４００

６，８００�

１２，２００

４，７００�

６，５００

２，５００�

２，５００�

３，４００�

３，５００�

３２，４００�３１，２００�１４，５００�４，５００�５，５００�

◆柱松◆柱松の柴燈柴燈（はしらまつのさいとう）（毎年毎年８月１６日）・・・五色町鮎原栢野五色町鮎原栢野�◆柱松の柴燈（はしらまつのさいとう）（毎年８月１６日）・・・五色町鮎原栢野�

▼
�

▼
�

▼
�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�



１９�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

成人健康相談　３月１日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　３月２４日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　３月９日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　３月３日（水）、
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６�
　か月児）３月３日（水）、午後１時�
　～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　３月１０日（水）、午前１０時～�
　１１時３０分�
７か月児相談　２月２５日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対象
　者（Ｈ１５．７月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　３月２５日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対象
　者（Ｈ１４．３月生まれ）には案内、
　問診表などを送付します。�
乳幼児相談　３月１９日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・
　４月曜日、糖尿病予防重点相談は第
　１・３月曜日）�
�

�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
　～５時（予約が必要）�
胃がん検診　３月３日（水）、�
　午前９時～（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時～�
　（ 料 金 １５，２８０円 、申 込・�
　洲本健康福祉事務所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，００�
　０円の助成があります。（ただし�
　１年度１回限り）�
�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第３�
　火曜日、予約制・午後１時３０分～      
　（精神病、痴呆、アルコールその他
　心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時から正午（予�
�

　２月、３月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�
�

　
寒
の
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り
も
あ
り
、
立
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迎
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て
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も
、
ま
だ
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だ
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い
日
が
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い
ま
す
。

し
か
し
、
太
陽
の
軌
跡
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す

で
に
春
の
位
置
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あ
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よ
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、
日
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い
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な
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ま
し
た
。
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ら
は
水
仙
、
梅
、
桜
へ
と

バ
ト
ン
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さ
れ
、
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が
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き
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れ
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れ
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思
い
ま
す
◆
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庫
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下
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発
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紙
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の
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ベ
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を
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で
、
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す
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画
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を
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し
ま
し
た
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昨

年
十
一
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号
の
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ヶ
島
を
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集
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
号
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誤
字
も
あ
り
、
ご
迷
惑
も

お
か
け
し
た
の
で
す
が
、
「
成

ヶ
島
の
特
集
は
、
資
料
と
し

て
も
貴
重
で
あ
る
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
顔
も
多
数
掲
載
さ

れ
て
お
り
好
感
が
持
て
る
」

と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
が
始
ま
る
な
ど
、
今
後
、

情
報
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う

に
進
化
す
る
の
か
、
私
に
は

想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
賞
を
励
み
に
さ
ら
に
“
広

報
力
”
向
上
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（保健所）�（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター�
　（　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、洲本市健康福
　祉館（　２２・３３３２）で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　　０１２０・３６・７８３０で。）�
�

法律相談　弁護士による相談。３月�
　 ３ 日 （水）、 ３ 月 １ ７ 日 （水） �
　（受付・市役所市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　　２２・３３２１内線３４５・３ �
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談　３月１０日（水）、午後１時
　１５分～（受付・午後１時１５分～２時
　まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（  ２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後�
　４時、神戸地方法務局洲本支局人権�
　相談室（　２２・０４９７）で。�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�
�

市保健センターで�
（　２２・３３３７）�

　まだまだ寒い日が続いていますね。
こんな季節にこそ、あたたかい部屋で
心ゆくまで読書を楽しんでみませんか。 
どんな本を読もうかとお悩みの方は、
まずは図書館でじっくりと選んでみて
はいかがでしょうか。�

�
《 新着本紹介 》�

『一日一文』�
木田元／編  岩波書店 �

『脳がいつまでも若々しい人老けやす
い人』�

高田明和／著  三笠書房�
『旅に出たくなる日本語』�

福田章／著  実業之日本社�
�

《 行事のお知らせ 》�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
３月３日(水) 午前１１時～�

「おはなし会」    （３～６歳児対象）�
３月１３日(土) 午後２時～�

「もっとおはなし会」 （小学生対象）�
３月１３日(土) 午後２時３０分～�

「おりがみ教室」�
３月６日(土) 午後２時～�

「つくってあそぼう！」�
３月２１日(日) 午後１時３０分～�

※「おりがみ教室」「つくってあそぼう！」は
定員４０人。参加申込は前日まで。�
�

（　２２・３３２２）�

洲本市民工房・ギャラリー�
◆ＹＵ・らいふ・サポート事業�
　兵庫県立淡路聾学校　�
　幼児・児童・生徒「さくひんてん」�
２月２７日（金）～３月１日（月）�
午前１０時～午後５時（最終日は、午
後４時）�
主催　兵庫県立淡路聾学校�
�

2月19日（木）�

2月27日（金）�

3月   4日（木）�

3月11日（木）�

3月18日（木）�

3月26日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

Ｈ１５年１０月生�

Ｈ１５年４月生�

Ｈ１４年７月生�

Ｈ１４年８月生�

Ｈ１２年１２月生�

Ｈ１５年１１月生�



２０�

◆申請受付期間（対象者はこの期間内に必ず申請してください）�
　３月１日（月）から３月３１日（水）まで�
�
◆申請場所�
　市役所企画部情報課（２階）、または由良支所�
　郵送での申請を希望される人には申請用紙を郵送しま
すので、ご連絡下さい。また、申請時には印鑑や身体障
害者手帳などを持参して下さい。申請の結果は、「決定・
却下通知書」でお知らせします。�
�
◆その他の注意事項�
　減免申請は、毎年１回提出することが必要ですから、
　昨年申請された人でも申請して下さい。�

　申請は原則として毎年３月です。３月に申請できなか
　った場合は、申請の翌月からの減免になります。�
　今年３月１日現在、満７０歳になる（昭和９年３月１
　日以前生まれ）一人暮らしで１５年度の市民税が非課
　税の人は、新たに全額免除の対象者になりますので必
　ず申請して下さい。�
　この減免制度は、１年払いや６か月払いの割引制度と
　の併用はできませんので、減免の適用を受ける世帯は
　自動的に３か月払いとなります。�
　ホームターミナルや有料番組の使用料金は減免の対象
　となりません。�
　申請に必要な各種手帳の交付を受けている人は、申請
　書の手帳被交付者氏名欄に必ずご記入下さい。�

�
平成１６年３月１日（月）～３月３１日（水）�

この度、平成１６年４月から１７年３月分のＣＡＴＶ使用料金についての減免申請を受け付けま
すので、減免対象となる世帯の人は必ず申請して下さい（現在の減免対象世帯の皆さんには、２
月下旬に減免手続きに関する案内を郵送します）。�

CATV（ケーブルテレビ）の�
"使用料金減免申請"を受け付けします。�
CATV（ケーブルテレビ）の�

"使用料金減免申請"を受け付けします。�
CATV（ケーブルテレビ）の�

"使用料金減免申請"を受け付けします。�

（年齢などの基準は平成１６年３月１日現在の加入者の状況で判断します）�

◆使用料金が全額免除となる世帯◆使用料金が全額免除となる世帯�◆使用料金が全額免除となる世帯�

１生活保護世帯�

２市民税が非課税（世帯全員）で障害程度等級１級、２級の

　身体障害者を有する世帯�

３市民税が非課税（世帯全員）で重度（Ａ判定）の知的障害

　者又は、重度（１級）の精神障害者を有する世帯�

４災害により半壊、半焼、床上浸水以上の被害を受けた世帯�

　（ただし、災害認定時から３か月間のみ）�

５満７０歳以上（昭和９年（1934年）３月１日以前に生まれ

　た人）のひとり暮らしで市民税が非課税の世帯（実態）�

�

印鑑のみ�

印鑑�

身体障害者手帳（障害の程度を示すもの）�

印鑑�
療育手帳又は精神障害者福祉手帳（判定の程度　
を示すもの）�

印鑑�

市が発行するり災証明書�

�
印鑑のみ�

  申請の時に必要なもの（証明書はコピー可）�対　　　象　　　者�

（年齢などの基準は平成１６年３月１日現在の加入者の状況で判断します）�
　詳しくは市役所企画部情報課情報化推進係（　２２・３３２１内線２３３、２３４）へ。�▼
�

◆使用料金が半額免除となる世帯◆使用料金が半額免除となる世帯�◆使用料金が半額免除となる世帯�

１障害程度等級１級から６級までの視覚、聴覚障害者が世帯

　主の世帯�

２障害程度等級１級、２級の身体障害者が世帯主の世帯�

３重度（Ａ判定）の知的障害者又は重度（１級）の精神障害

　者が世帯主の世帯�

４障害の程度が特別項症から第４款症までの戦傷病者が世帯

　主の世帯�

印鑑�

身体障害者手帳（障害の程度を示すもの）�

印鑑�

身体障害者手帳（障害の程度を示すもの）�

印鑑�
療育手帳又は精神障害者福祉手帳（判定の程度　
を示すもの）�

印鑑�

戦傷病者手帳（障害の程度を示すもの）�

  申請の時に必要なもの（証明書はコピー可）�対　　　象　　　者�

�


